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大学進学にまつわる「お金」のはなし 
 ５月１日から令和が始まった。新紙幣発行の報道があったが改元とは関係なく、ほぼ２０年周期で紙幣のデザ

インが変更されているようだ。新しい紙幣に入る肖像画は、一万円札 渋沢栄一、五千円札 津田梅子、千円

札 北里柴三郎に決まったという。津田梅子→津田塾大、北里柴三郎→北里大学 は連想ゲーム（昔のＮＨＫの

クイズ番組名）でいうと初心者レベルだが、渋沢栄一も一橋大学の設立に関わった人物である。同大商学部には

「渋沢スカラープログラム」があって、リーダーシップをもって広く国内外で活躍できる人材の育成に寄与し

ているという。やや強引な導入文で始めたが、今回は大学進学にまつわる「お金」を話題にしたいと思います。 

受験にかかる費用 

 大学に入るためには「お金」が必要だ。もちろん便宜を図ってもら

うためではなく、受験料のことである。私立大一般入試では３万５千

円が多く、医学部、歯学部では５万円というところもある。国立大を

受験しようとすれば、センター試験（３教科以上受験の場合で１万８千

円）と個別試験（１万７千円）のそれぞれで受験料が必要となる。５年生

以下が受験する新テストでは記述式試験が導入され、採点に外部業者

があたることや英語外部検定の情報提供のためなど、これまでに比べ

て手間がかかるので、値上げが検討されていると聞く。また、外部検

定受験の費用負担もある。受験校を１本に絞ることができれば、受験

コスト的には一番良いのだろうが、そうも言ってはいられない状況だ

ろうから、第一志望以外も受験することになる。いわゆる併願だ。右

のグラフは４期生の大学受験状況で、受験数の平均は７．９校である。

全学部日程入試や私大センター利用入試を含めてのデータで、実施に

試験会場に出かけ受けてきた数ではない。複数の学部・学科に出願す

ると受験料が割日になる制度もあるので、前出の受験料がそのまま加

算されるわけではないが、受験料だけでも相当な金額になることは間

違いない。大学受験にはお金がかかるのである。 

出願から入学までにかかる費用 

 全国大学生協連合会は新入生の保護者を対象に、受験から入学まで

にかかった費用を調査し、その結果を公表している（「２０１８年度版 保

護者に聞く新入生調査」概要報告 n=21,720）。これによれば、国公立

大・文系の自宅通学生が、入試出願から入学までにかかった諸費用の

合計平均額は１２６万３５００円である。次ページには、自宅通学生の調査

結果を現在通学している大学の設置者別、学部系統別にグラフ化して

表示した。諸費用の合計額の差が学校納付金の差によるものであるこ

とは明白で、グラフ中に納付金の平均額を示した（各グラフの左から

３番目の項目）。平均金額で、国公立大と私大文系では約２１万円、私立

理工系とは約４５万円の差が生じている。（理工系には医歯薬系を含めない） 
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大学入試で受験した回数 

校以上 

出願から入学までにかかる費用は 
（国公立大・文系・自宅通学生の場合） 

 

万 円 
受験料・願書取り寄せの費用 

万 円 
交通費。滞在費・その他 

万 円 
入学金・授業料・施設拡充費・寄付金など 

円 
交通費など 

円 
同伴者の交通費や宿泊費も含む 

万 円 
ＰＣ、教科書、電子辞書、教材など 

万 円 
電話機、自転車、衣類など 

万 円 
保険料など 

合計        万 円 
 
※全国大学生協２０１８年度調べ 
※各費目の金額および合計金額は各々の平均額のため、
各費目の平均額を合計したものと合計の平均額とは一致し
ない場合があります。 



国公立・私立、学部系統別に異なる納付金 

国立大学の授業料、入学料の額は文部科学省が

定めた「標準額」で規定されていて、２０１９年度の授

業料は年額５３万５，８００円となっている。ただし、

最大２０％を上限として各大学の裁量で決定できる

ことになっていて、東京工業大学は６３万５，４００円、

東京藝術大学では６４万２，９６０円である。 

私立大学は２０１８年度のデータ（旺文社集計）だ

が、理・工・農学系学部の平均は約１５８万円、薬

学部は約２１５万円、医学部や歯学部では何百万円

単位のお金が必要となる。初年度納入金平均額が

最も低いのは法学部で、最も高いのは医学部で、

両学部の差は約６０５万円である。平均額は、高い

順に「医→歯→薬→看護・医療・栄養→農・獣医畜

産・水産→芸術→工・理→体育・家政→文系学部」と

なっている。学費の高い系統は主に、実験や実習

があること、そのための専用の施設が必要である

こと、また芸術系統などでは少人数や個別の指導

が行われていることなどが影響している。 

返還手続きで納付金の一部は戻る 

入学を辞退した場合、手続きをすれば入学金以

外の納付金は返還されます。 

複数の大学を受験した場合に悩むのが、先に合

格した大学に、とりあえず期限までに入学金や授

業料（の一部）を支払わなければいけないというこ

と。しかし、大学の定める期日までに申請すれば、

原則、入学金以外の納入金は返還されます。残念

ながら、入学金は戻ってきません。あるアンケー

ト調査でも、平均３０万円強の負担があったと報告

されています。余計な出費をしないように受験プ

ランを考える必要があるが、思うようにはいかな

いことが多いのが現実だ。とはいえ、第一志望の

合否が分からない段階では、やむを得ない出費で

ある。 

忘れていけないのが、医学部をはじめ歯学部・獣医学部や薬学部（薬剤師養成コース）が６年制であることだ。

授業料をはじめとする諸費用が他学部に比べて２年分余計に必要となる。さらに、理学部や工学部、農学部で

は、大学によって割合は異なるが、学部卒業後、大学院修士課程（２年制）に進学する人も多い。そのための入

学金や授業料などの出費が相当あることも忘れてはいけない。 

奨学金制度 

 受験料割引制度など、私立各大学では志願者増加への経営努力がみられるが、優秀な学生を確保するため、

大学独自の給付型奨学金制度を導入しているところもある。 

 その中でも、最近注目を集めているのが「入試前予約型奨学金制度」である。この制度の特徴は、受験する

前にあらかじめ、入学試験に合格したら入学後にこの奨学金を利用する旨を申し込む、というものだ。 

 次号では、こういった奨学金制度について解説していきたいと思います。 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

 ➀ 出願費用 ②受験のための費用 ③学校納付金 ④合格発表、入学手続き費用 

⑤入学式出席のための費用 ⑥教科書、教材購入費 ⑦生活用品購入費 ⑧その他 

出願から入学までにかかる諸費

0 500 1,000 1,500 2,000

私立理工系 

私立大文系 

国公立理工系 

国公立文系 計 1,263,500円 

計 1,253,400円 

計 1,378,900円 

計 1,738,700円 

627,400 

1,072,000 

830,800 

620,100 

学部系統 入学金 授業料 初年度納入金 

文科系    

文 232,265 771,041 1,294,001 

外国語 233,596 761,457 1,293,637 

人文・教養・人間科学 233,506 785,769 1,305,388 

教育・教員養成 238,101 779,331 1,345,050 

法 224,266 751,226 1,232,330 

経済・経営・商 227,411 755,410 1,260,753 

社会・社会福祉 234,917 774,209 1,302,107 

国際関係 226,392 797,482 1,308,739 

理工農系    

理 239,135 992,102 1,565,685 

工 238,725 1,026,248 1,604,330 

農・獣医畜産・水産 247,606 953,577 1,631,228 

医療系    

医 1,329,032 2,691,774 7,281,811 

歯 600,000 3,207,647 5,429,529 

薬 326,479 1,401,496 2,152,902 

看護・医療・栄養 264,727 968,656 1,697,744 

その他    

家政・生活科学 242,391 784,660 1,380,449 

体育・健康科学 242,075 805,908 1,401,607 

芸術 239,156 995,414 1,611,669 

 

私立大学・学部系統別「初年度納入金平均額」（２０１８年度） 



進路指針を活用しよう 
 進路指針を配付しました。進路・進学について何か分からないことがあったら、

ページを開いてみてください。各自の進路実現に向けて、いろいろな情報がこの冊

子の中には詰まっています。統計のページはもちろんのこと、その他のページも改

訂していますので、５,６年生も一通り目を通してみてください。後期課程共通の

資料ですので、６年生にとっては「大学受験の基本常識」も多いと思いますが、一

読しておきましょう。 

４年生、５年生は新テスト「大学入学共通テスト」を受験します。まだ不確定な

要素もありますが、３月末の時点での最新情報を掲載してあります。今後明らかに

なってくる内容については順次、春告草に掲載していきますので、しっかり研究し

てください。６年生も知識としては一応インプットしておいてください。新テスト

にかかわることなく進路決定されることを祈っていますが、昨年度入試から新テス

トを意識した出題がみられるようになりました。 

巻末にはワークシートを設け、模試結果の記録シートやオープンキャンパスのチェックシートも綴じてあり

ます。模試結果を記録していけば、自己の進路実現に向けての貴重な資料となるはずです。 

 各章ごとのポイントなどを示しますので、この点も参考にしながら利用してください。 

Ⅰ 進路ガイダンス 

１ 進路実現に向けて 

 各学年別に進路選択と学習のポイントを紹介しています。学年進行に合わせて、進むべき進路の方向性を明

確にしていかなければなりませんが、それと同時に進路実現に向けて自分にとって強みとなる部分はさらに強

化し、弱みは補強していかなければなりません。学年段階に応じた進路学習、教科学習を実現できるよう取り

組んでください。 

２ 進路研究 

 卒業後の進路は大学以外にも短期大学、専門学校、大学校、就職・公務員などがあります。これらについて

の簡単な説明を掲載してあります。大学については入学試験の大まかな説明や学部・学科系統別に研究する対

象などを説明してあります。進路研究を始めるきっかけとして利用してください。 

３ 進路研究とステージ論文 

 ４年生、５年生でそれぞれセカンドステージ、サードステージの各論文を作成しますが、論文のテーマ設定

などの場面においては、自身の進路選択と重ねて検討すると良いと思います。詳細については、学年担当の先

生から指導・説明がありますが、ステージ論文の作成を進める中で、進路研究がより一層深まるように取り組

んでください。 

４ 大学入試センター試験 

 本校生徒の多くが、大学入試センター試験を受験します。出願は６年次の１０月、受験は１月です。国公立

大学受験には必須の試験で、私立大学でも「センター利用方式」の入学試験が実施されています。志望校受験

のためには、何を受験しなければいけないのかなど、試験の概要はしっかりと押さえておきましょう。 

５ 新テスト「大学入学共通テスト」 

 ６期生以降の生徒はセンター試験に代わる新テストを受験します。大学入試における位置づけはセンター試

験と変わりはありませんが、これまでよりも思考力、判断力、表現力をより重視するテストへ転換します。こ

のために、国語、数学に記述問題が組み込まれ、英語の外部試験が導入されることになったのです。当然です

が、この動きは６年生が受験する入試にも影響が出てきます。しっかり目を通しておきましょう。 

６ 三鷹スタンダードと学習到達ゾーン 

 各学年とも「学診テスト」を年間計画に従って実施していますが、実施する目的の一つは「全国的な学力位

置を把握し、進路目標を明確にし、以後の学力向上に向けての資料として役立てる」ことにあります。毎回毎



回細かく変動する全国偏差値ではなく、学習到達ゾーンで学力位置を大まかに捉えて、進路実現に向けてこの

レベルまで到達できるよう計画していきましょう。 

７ 調査書と評価の仕組み 

 受験にあたっては「調査書」を出願書類と共に提出先へ送付します。これは、後期課程３年間の学業成績や

特別活動、出席状況などを記載した書類です。学業成績については、教科別の評定平均値や全体の評定平均値、

成績段階なども記載されます。どのように計算されるのかなど、基本を学習しておきましょう。 

 尚、新テストの実施に合わせて、調査書の書式なども手直しされる予定ですが、記載される内容などに大き

な変更はありません。 

８ 進路指導部より 

 本校における進路指導計画などについて記載しました。進路資料室の利用方法も確認し、積極的に利用して

ください。 

Ⅱ 大学受験体験記 

 ３月に卒業した四期生から受験体験記を寄せていただきました。先輩方の大学受験体験から得られたアドバ

イスはこれから大学受験を迎える６年生はもちろん、進路探究の段階にある４年生、５年生にとっても貴重な

ものとなるでしょう。 

Ⅲ 資料 

 卒業生の進路状況についての紹介ページです。２０１９年度入試については、学部別の受験者数・合格者数・入

学者数も分かります。合格もあれば不合格もあるのが入学試験です。合格数だけに目が向きがちですが、現実

を見れば、大学入試が厳しいものであることが分かるでしょう。 

ワークシート集 

 学診テストの目標設定と振り返りのため、各回の成

績を記録しておきましょう。SP は各自の強みとなる

部分、WP は弱点部分です。これらを教科別にまとめ

てみることで、各自の課題なども明確になってきます。

次回へ向けての目標点や目標順位、更に具体的な取り

組みを教科別に記入し、実行してみましょう。まずは、

４月に返却された「スタディサポート」の結果を記録

しておきましょう。（Ｐ.１１に記入見本があります） 

 後半には、オープンキャンパス関係のワークシート

を入れてあります。４年生、５年生は、このページを

利用して有意義なキャンパス体験を実施してくださ

い。また６年生も受験勉強の合間をみて、志望校を訪

問する機会がありましたら、ぜひ活用してください。

進路変更などがあって、現在の志望大学を訪問したこ

とがないのであれば、この夏休みが訪問するラストチ

ャンスです。 

 模試の振り返り、オープンキャンパス関係ともに、

担任から冊子の提出が求められますが、すべてが自身

の進路探究、進路実現に向けての記録です。この１年

間の軌跡がしっかりと進路指針に刻まれるよう取り

組んでください。 

 
模試振り返り用ワークシートには、結果を記入するとともに、反省点

や次回へ向けての課題なども記入します。模試は受けっぱなしにする

のではなく、１回１回の見直し、積み重ねが後になって活きてきます。 


